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鳥羽市は「多様な社会を生き抜く、知性・感性・理性にあふれた健康な市民の育成」を目標としています。
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ありがとう、鳥羽東中学校！加茂中学校！ありがとう、鳥羽東中学校！加茂中学校！
　　昭和54年に開校した鳥羽東中学校は、令和８年３月をもって、47年の歴史に幕を下ろしました。閉校を昭和54年に開校した鳥羽東中学校は、令和８年３月をもって、47年の歴史に幕を下ろしました。閉校を
記念して敷地内に記念碑が建立され、校舎は４月から「鳥羽中央中学校」として活用されます。同じく、昭記念して敷地内に記念碑が建立され、校舎は４月から「鳥羽中央中学校」として活用されます。同じく、昭
和22年に開校した加茂中学校も、令和８年３月をもって、78年の歴史に幕を下ろすこととなりました。最和22年に開校した加茂中学校も、令和８年３月をもって、78年の歴史に幕を下ろすこととなりました。最
後の１年間は、地域の方々を交えた行事や閉校記念イベントが行われ、思い出深い年となりました。後の１年間は、地域の方々を交えた行事や閉校記念イベントが行われ、思い出深い年となりました。



令和８年度令和８年度　教育予算の概要　教育予算の概要
第３次鳥羽市教育ビジョンに基づく、令和８年度の主な教育予算をご紹介します。第３次鳥羽市教育ビジョンに基づく、令和８年度の主な教育予算をご紹介します。

第3次鳥羽市教育ビジョン第3次鳥羽市教育ビジョン（令和８～12年度）（令和８～ 12年度）

　「第六次鳥羽市総合計画後期基本計画（令和8～ 12年度）」　「第六次鳥羽市総合計画後期基本計画（令和8～ 12年度）」
を踏まえ、中長期的な視点から本市の教育のめざすべき姿を踏まえ、中長期的な視点から本市の教育のめざすべき姿
と施策の方向性を示す総合的な指針として策定しました。と施策の方向性を示す総合的な指針として策定しました。

事業名 　学校給食運営事業　　 予算額 　161,756千円
説　明 　�物価高騰に伴う子育て世帯の経済的負担を軽減するため、

幼稚園、小・中学校の児童生徒の給食費を無償化します。

豊かな心と健やかな体の育成

事業名 　海洋教育推進事業　　 予算額 　4,348千円
説　明 　�鳥羽市海洋教育カリキュラムを活用し、学習・研究・生産の各拠点と連携しながら、持続可能な海洋教

育の推進に取り組みます。また、中学生がパラオ共和国を訪問し、同年代の子どもたちとの交流を通し
て海洋に関する課題を共有し、国際的な視点で学ぶ機会を創出します。

鳥羽のひと・もの・ことを生かした鳥羽ならではの教育

事業名 　外国語教育推進事業　　 予算額 　18,489千円
説　明 　�市内の幼稚園および小中学校に外国人英語指導助手3人を派遣し、

外国語や外国文化に触れる機会を提供することで、子どもたちのコミュニケーション能力と国際感覚の
育成を図ります。また、児童生徒の英語への興味を高め、英語力を向上させるため、英語アプリを活用
して外国語教育を推進します。さらに、市内3小学校（鳥羽小・加茂小・安楽島小）で台湾とのオンライ
ン国際交流を行い、英語を通したコミュニケーション力の育成と異文化理解を深めます。

一人ひとりを大切にした学び

事業名 　体育館空調設備設置工事（鳥羽小・加茂小・弘道小）　　 予算額 　163,035千円
説　明 　�子どもたちの学習・生活環境の場であるとともに、災害時には避難所として活用

される学校体育館に、熱中症対策のほか防災拠点としての機能向上を図るため空
調設備の設置を行います。

安全・安心・快適な教育環境

事業名 　文化財保護事業　　 予算額 　14,904千円
説　明 　�鳥羽の文化財や郷土資料の調査・保存・活用を進めるほか、鳥羽大庄屋かどやの運営や
　　　　　 国登録有形文化財である旧鳥羽小学校校舎の改修工事費算出のための設計業務を行います。

事業名 　運動施設管理運営事業　　 予算額 　75,849千円
説　明 　�運動施設の安全・安心及び利便性の向上を図るため、施設の維持管理や各種講座の企画・開催を行います。

また、施設の適切な維持管理のため、武道館の雨漏調査及び大屋根雨漏対策工事や市民体育館サブアリー
ナの舞台照明器具の取替を行います。

市民の豊かな学び

今年度の園児・児童・生徒数
令和８年度の園・学校数と園児・児童・生徒数（予定）は次のとおりです。

〈幼稚園〉１園、園児数22名　〈小学校〉７校、児童数542名　〈中学校〉３校、生徒数307名
※うち、１校は休校



　この春、鳥羽東中学校と加茂中学校が統合し、「鳥羽中央中学校」として新しく
スタートします。統合にあたり、校名や校章の制定には、多くの皆様からご応募・
ご協力をいただきました。新しい学校づくりに寄せられた温かな想いに、心より
感謝申し上げます。地域とともに歩んできた両校の歴史と伝統を受け継ぎ、新た
な学びの場として歩み始めます。

鳥羽中央中学校開校鳥羽中央中学校開校

令和８年４月１日開校年月日

鳥羽市安楽島町1451-19
（旧鳥羽東中学校）

所在地

288人開校時生徒数

　将来にわたって生徒が継続的にスポーツや文化芸術活動に親しむ機会
を確保・充実するため、学校主体の部活動を地域に開き、地域クラブ等
が受け皿となって、地域全体で連携して活動機会を確保する仕組みです。
　地域展開を実施するメリットとして、希望する競技の継続、市内外問
わず学校の枠を超えた仲間づくり、多様な世代との交流、専門性のある
指導者からの指導などが挙げられます。

●部活動地域展開とは？
　学校をはじめとする関係者との調整を進め
てきた結果、令和８年４月から準備の整った
４つの競技において「平日（放課後の時間帯）
は従来通り学校の部活動」で練習し、「休日は
新たに地域クラブでの活動」を実施していく
方針となりました。

●令和８年度からの方針

※休日の練習場所は従来通り学校施設や公共施設を使用する予定です。
※今後も中学生の活動の継続や充実を図るため、他の競技も地域展開が実施できるよう調整を進めていく予定です。

中学生の部活動
主な活動

平 日(放課後) 休 日

① 令和8年度から休日の地域展開を実施していく部活動
（軟式野球、剣道、バスケットボール、バドミントンの４競技）学校部活に所属して練習

地域クラブに所属し練習
地域クラブ所属として試合参加

② 従来の部活動（①以外の部活動） 学校活動として練習 学校部活動としての練習や試合参加

令和8年度からのイメージ（R8.4月時点）

休日休日のの「部活動地域展開」「部活動地域展開」がが始まります！始まります！
～４競技が地域展開スタート～４競技が地域展開スタート～～

鳥羽ブルーオーシャンズ鳥羽ブルーオーシャンズ

軟式野球

鳥羽武道館剣道鳥羽武道館剣道

剣道

reAct（リアクト）reAct（リアクト）

バスケットボール

鳥羽JBC鳥羽JBC

バドミントン

鳥羽中央中学校の校章、校歌、体操服等については、「新中学校設立準備会だより」にて
掲載しています。詳しくはこちらをご覧ください。

学校統合に合わせて
3カ年にわたり

改修工事を行いました。

４月から中学生を受け入れて活動いただく地域クラブをご紹介します。地域クラブ紹介！

※写真の中には、過去の活動で参考となる写真を掲載している地域クラブもありますので、ご了承ください。

登下校の見守りにご協力を 4月に入り、学校も新年度がスタートします。
子どもたちの安全・安心な登下校のため、地域の皆さまの見守りをよろしくお願いします。



鳥羽市教育委員会総務課　☎0599－25－1262　 FAX 0599－25－1263　 kyouiku-soumu@city.toba.lg.jp

ご意見ご要望をお寄せ下さい

がんばる子どもたち
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を
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、
英
語
を
活

用
し
て
積
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に
コ
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図
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を
実
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令
和
７
年
11
月
26
日
、

鳥
羽
駅
周
辺
で
、
弘
道

小
学
校
６
年
生
児
童
７
名
が
、
外
国
人
観
光
客
に
、
鳥

羽
の
ま
ち
に
つ
い
て
英
語
で
紹
介
し
ま
し
た
。

　

児
童
は
、
事
前
学
習
で
作
成
し
た
鳥
羽
の
ま
ち
紹
介

ボ
ー
ド
を
用
い
て
、
お
す
す
め
の
観
光
地
や
相
差
の
魅

力
を
英
語
で
紹
介
し
た
ほ
か
、
手
作
り
の
し
お
り
を
配

布
し
ま
し
た
。
活
動
で
は
、
児
童
が
自
ら
進
ん
で
観
光

客
に
声
を
か
け
、積
極
的
に
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
ふ
る
さ
と
鳥
羽
の
魅
力
を
国
内
外
に

発
信
す
る
と
と
も
に
、
学
習
し
た
英
語
を
実
践
的
に
活

用
す
る
貴
重
な
学
習
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も

英
語
教
育
の
充
実
・
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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江
戸
時
代
中
期
が
起
源
と
さ

れ
る
賀
多
神
社
の
伝
統
文
化

「
能
」
の
火
が
消
え
て
い
き
、
三

町
の
代
表
者
か
ら
復
活
の
強
い

要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
、

鳥
羽
市
能
楽
保
存
会
が
発
足
し

て
、
二
十
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

令
和
８
年
１
月
18
日
、
創
立

二
十
周
年
を
記
念
し
、
こ
れ
ま

で
御
支
援
を
い
た
だ
い
た
地
域

の
み
な
さ
ま
へ
の
感
謝
と
し
て
、

「
大
藏
流
狂
言　

茂
山
千
三
郎
一
門　
“
錦
浦　

狂
言
の

曙
”」を
テ
ー
マ
に
狂
言
三
曲
を
公
演
し
ま
し
た
。

　

公
演
で
は
、
門
弟
の
一
人
で
あ
る
中
村
陸
君
が
「
狂
言 

柿
山
伏
」
を
熱
演
し
ま
し
た
。
修
業
中
の
山
伏
を
演
じ
た

陸
君
の
動
作
や
台
詞
に
、
観
客
か
ら
笑
い
と
大
き
な
拍
手

が
起
こ
り
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

鳥
羽
小
学
校
三
年
生
か
ら
、
子
ど
も
狂
言
を
始
め
、
卒
業

文
集
に
は
、「
狂
言
で
が
ん
ば
っ
て
能
楽
師
狂
言
方
に
な
り

た
い
。」
と
記
し
て
い
ま
し
た
。

鳥
羽
東
中
学
校
を
卒
業
後
、
高

校
、
大
学
へ
と
進
学
し
、
京
都

の
茂
山
一
門
の
門
下
生
と
な
り

ま
し
た
。

　

師
匠
か
ら
は
、
演
技
に
対
し

て
厳
し
く
注
意
さ
れ
、
褒
め

ら
れ
な
い
練
習
が
続
い
て
い
ま

す
。
夢
に
む
か
っ
て
！！　

狂
言

師
を
目
指
し
て
活
躍
す
る
鳥
羽

出
身
の
陸
君
が
ん
ば
れ
！！

鳥
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鳥
羽
市
能
楽
保
存
会
創
立
二
十
年

―
幼
き
頃
の
夢
に
向
か
っ
て
ー
　
鳥
羽
市
能
楽
保
存
会

　
　
会
長
　
川
村
　
光
德

　

現
地
時
間
、
２
０
２
６
年

１
月
24
日（
土
）に
ア
メ
リ
カ

の
ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ
ィ

で
開
催
さ
れ
た
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
に
て
、
鳥
羽
市
出
身

の
小
久
保
真
旺
選
手
（
23
／

ミ
キ
ハ
ウ
ス
）
が
男
子
個
人

サ
ー
ブ
ル
で
日
本
初
の
銀
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

小
久
保
選
手
は
６
歳
の
こ

ろ
か
ら
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
を
始

め
、
鳥
羽
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
ク

ラ
ブ
に
所
属
し
、
実
力
を
つ
け
て
い
き
ま
し
た
。
中
学
生

時
代
に
は
全
国
中
学
生
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
選
手
権
大
会
個
人

サ
ー
ブ
ル
で
優
勝
。
ま
た
、
同
年
日
本
代
表
選
手
と
し
て

ア
ジ
ア
カ
デ
サ
ー
キ
ッ
ト
サ
ー
ブ
ル
シ
ド
ニ
ー
大
会
へ
出

場
し
ま
し
た
。

　

17
歳
の
時
に
は
全
日
本
選
手
権
男
子
個
人
サ
ー
ブ
ル

で
史
上
最
年
少
優
勝
を
果
た
し
、
以
降
、
２
０
２
３
年

Ｕ
―
20
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
団
体
優
勝
、
Ｕ
―
20
世
界
選

手
権
大
会
個
人
銀
メ
ダ
ル
、

２
０
２
５
年
ア
ジ
ア
選
手

権
大
会
個
人
銅
メ
ダ
ル
、
団

体
金
メ
ダ
ル
な
ど
世
界
を

舞
台
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
８
年
の
ロ
ザ
ン

ゼ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出

場
に
向
け
て
日
々
頑
張
っ

て
い
る
小
久
保
真
旺
選
手

を
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

小
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手
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子
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得

男
子
個
人
サ
ー
ブ
ル　
日
本
初
銀
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ダ
ル
獲
得©（公社）日本フェンシング協会

©（公社）日本フェンシング協会

鳥
羽
市
英
語
教
育
推
進
計
画

　

令
和
8
年
4
月
、「
第
3
次
烏
羽
市
教
育
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
踏
ま
え
て
、
こ
れ
ま
で
の
英
語
教
育

の
成
果
と
課
題
を
整
理
し
、
英
語

教
育
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
た

め
、
本
計
画
を
改
訂
し
ま
し
た
。


